
 
 

第第 33 期期国国定定国国語語教教科科書書ににみみらられれるる書書簡簡文文教教材材のの特特徴徴  

――『『尋尋常常小小学学国国語語読読本本』』とと『『尋尋常常小小学学読読本本』』ととのの比比較較をを通通ししててーー  

Characteristics of Teaching Materials for Epistle in the Third Japanese Language 
Textbooks Compiled by the State： 
Through a Comparison Between the "Jinjou Shogaku Kokugo Tokuhon" and the 
"Jinjou Shogaku Tokuhon"                                            

中嶋真弓 (Mayumi NAKASHIMA） 
 

１．問題の所在 

文部省は、第 3 期国定国語教科書(使用期間は、1918(T7)から 1932(S7)まで)として『尋常小

学国語読本』と『尋常小学読本』の二種類の教科書を同時に発行している。二種類の国定国語

教科書が同時に発行されたことについて、海後宗臣(1975)は、「全国各地の事情がちがってい

るにもかかわらず、ただ一種の国語教科書を全国のすべての小学校で使用することは不適当で

あるとの考えに基づいて、合理的に地域を考えた編集の方針によるもので、進んだ教材観を立

てていたということができる」(p.719)としている。『尋常小学国語読本』(以下、新読本)は、

主として八波則吉、高野辰之によって編集され、『尋常小学読本』(以下、旧読本)は、芳賀矢

一、三土忠造らがあたった。中村紀久二(2008b)は両読本について「全巻の分量・低学年での

漢字配当の増加、教材の選択では児童の日常生活、田園趣味の養成、理科・実業・経済・公民

および国勢・世界事情教材の増加などをあげていて、編纂趣意書をみるかぎり 2 種の国語読本

の編纂方針に大きな差はみられない」(pp.47-48)としている。 

第一次世界大戦が終わり新しい時代の中で編集された両読本であるが、特に新読本は、「当

時の児童中心主義の新教育思想を取り入れた国語教材を提供しようと努めた」(海後宗

臣,p.719)ことによって多くの小学校で使用された。中村紀久二(2008b)によれば、「1918(大正

7)年度(使用初年度)における改訂本『尋常小学読本』採定府県は東京・愛知・長崎・栃木・広

島・山口・熊本・岐阜の 1 府 7 県で、そのほかの府県では新編纂の『尋常小学国語読本』が使

用」(p.49)され、その後 1929 年度には全府県で改訂本『尋常小学読本』の使用が皆無となっ

たとしている。 

新時代の要望に応えるために発行されたのが新読本であるが、旧読本とはどのように違うの

であろうか。大正期にも重視され作文の重要な教授内容でもある書簡文は読本にどのような役

割を有し位置付けられていたのであろうか。 

そこで、本稿では、両読本の書簡文に注目し読本にどのように位置付けられているかの比較

を通して、書簡文にどのような役割が求められていたのかを明らかにすることを目的とする。 

追究は、⑴両読本に採録された書簡文の 1.内容、2.文体および頭語・結語の 2 観点からそれ

ぞれの特徴を見い出す、⑵⑴の結果をもとに比較し考察するの手順で行う。なお、本稿で述べ

る旧読本は、第 3 期の修正本を指す。また、『国定教科書趣意書』は中村紀久二(2008a)の復刻

版を使用した。  
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２．旧読本採録の書簡文の特徴 

2.1 内容の特徴 

 旧読本には、〈表 1〉に提示し

た 37 通の書簡文が採録され、全体

の 14.8%(37/250)を占めている。

なお、1 つの課に複数採録されて

いる場合は、1 通を 1 課として数

値化(以下同様)した。往信と返信

の割合をみると 64.9%(24/37)と

35.1%(13/37)で、往復便での採録

は 40.0%(8/20)である。巻 5 と巻 7

の書簡文のすべてと巻 8 の最初の

書簡文の課に往復便が位置付いて

いることから、書簡文の学習にお

いて、早い段階に日常生活での円

滑な交流ができるように書簡文を

書く力が求められていたと考えら

れる。これらの書簡文をみると、

5-30-1(5-30-1 は、巻 5 の 30 課の

1 通目を指す、以下同様)と 5-30-2

は姉妹、7-6-1 と 7-6-2 は友だち

同士、7-18-1 と 7-18-2 は姉妹、

8-7-1 と 8-7-2 はおばと姪のやり

とりといった友達といった親しい

関係や親族など、児童にとって身

近な存在での書簡文が採録されて

おり、日常生活に近いものといえ

る。7-27-1 と 7-27-2 は、初物を

贈る設定のものであるが、日常生

活の中で親の代筆などではこのよ

うな状況はあると考えられる。『尋

常小学読本巻七・巻八修正趣意書』

の第四章「教材ニ就キテ」に「従

来ハ実用ヲ主トシ、従ツテ大人ノ

文ニ類スルモノ多カリシガ、今回

ハ実際家ノ意見ニ鑑ミ、初ハナル

巻巻　　 課課 数数 課課　　　　名名 文文体体 内内容容項項目目 頭頭語語((冒冒頭頭)) 結結語語((末末尾尾））

55--3300--11  葉葉書書 口口語語文文体体 招招待待 ああ ささ つつ ててはは氏氏 神神様様のの おお ままつつ りりででにに ぎぎややかかでですす かからら 、、 おおいいででななささいい。。

55--3300--22  葉葉書書 口口語語文文体体 返返信信 ：：承承諾諾 おお 葉葉書書 ををいい たた ゞゞいい てて、、ままここ とと にに ああ りりががたた ううごござざいい まますす 。。 妹妹とと一一ししよよにに参参りりまますす。。

77--66--11   友友だだちち へへのの手手紙紙 口口語語文文体体 報報知知
君君とと別別れれててかからら、、今今日日ででちちややうう

どど一一月月ににななりりまますす。。

どどううぞぞそそちちららのの様様子子もも時時々々知知

ららせせてて下下ささいい。。

77--66--22  返返事事 口口語語文文体体
返返信信：： 報報

知知 御御手手紙紙をを下下ささつつててあありりががたたうう。。 君君かかららよよろろししくく言言つつてて下下ささいい。。

77 -- 11 88 -- 11   姉姉とと 妹妹のの 手手 紙紙   姉姉 よよりり 口口語語文文体体 返返信信 ：：報報知知 おお手手紙紙あありりががたたうう。。 ささややううなならら。。

77 -- 11 88 -- 22   姉姉とと 妹妹のの 手手 紙紙 　　 妹妹 よよりり 口口語語文文体体 返返信信 ：：報報知知 昨昨日日おお手手紙紙がが届届ききままししたた。。
おお着着ききのの時時間間をを知知ららせせてて下下ささ

いい。。

77--2277--11   口口上上代代りりのの手手紙紙 口口語語文文体体 贈贈答答
今今朝朝始始めめてて掘掘つつたたささとといいももをを、、

土土ののままゝゝ差差上上げげまますす。。

おおいいししかかつつたたらら、、ままたた差差上上げげまま

すす。。

77--2277--22  返返事事 口口語語文文体体
返返信信：： 礼礼

状状

見見事事なな初初物物ををたたくくささんん下下ささいいまま

ししてて、、有有難難うう存存じじまますす。。

ああぢぢののひひももののをを少少ししばばかかりり、、おお

ううつつりりにに（（＊＊ママママ））差差上上げげまますす。。

88--77--11   写写真真をを 送送るる 手手紙紙 口口語語文文体体 報報知知
此此のの間間ににいいささんんがが帰帰つつてて来来まま

ししたたののでで、、ううちち中中のの者者がが揃揃つつ

てて、、写写真真ををととりりままししたた。。

ををばば様様、、おお笑笑ひひににななつつててははいいけけ

まませせんんよよ。。

88--77--22  返返事事 口口語語文文体体
返返信信：： 礼礼

状状
おお写写真真をを有有難難うう。。 皆皆ささんんにに宜宜ししくく。。

88--1155--11  礼礼状状 口口語語文文体体 礼礼状状

今今日日学学校校かからら帰帰つつてて見見るるとと、、

ふふだだんんほほししいい／／＼＼とと思思つつててゐゐ

たた箱箱入入のの色色鉛鉛筆筆がが、、机机のの上上にに

ののつつててゐゐままししたた。。

今今度度此此のの鉛鉛筆筆ででううままくく図図画画をを

かかいいてて、、おお目目ににかかけけまますす。。

88--1155--22  礼礼状状 口口語語文文体体 礼礼状状
昨昨夜夜ににいいささんんががおお帰帰りりににななつつたた

時時、、私私ははももうう眠眠つつててゐゐままししたた。。

大大事事ににししままつつてて置置いいてて、、おお正正月月

ににささししまますす。。

88--2211   病病気気見見ままいい 口口語語文文体体 見見舞舞
杉杉本本君君、、君君はは御御病病気気だだささううでで

すすがが、、どどんんなな御御様様子子でですすかか。。

今今度度のの日日曜曜ににはは御御見見ままひひにに行行

くく積積りりでですす。。

88 -- 33 00 -- 11   旅旅 行行 先先 よよりり㈠㈠ 富富士士 山山 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

父父にに連連れれらられれてて、、京京都都ののををぢぢ

のの所所へへ行行ききまますす。。

そそれれがが日日にに照照ららさされれててゐゐるる美美

ししささはは、、何何とともも言言へへまませせんん。。

88--3300--22   旅旅行行先先よよ

りり㈡㈡金金ののししややちちほほ

ここ

口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信)) ももうう名名古古屋屋にに来来ままししたた。。
加加藤藤清清正正ががききづづいいたたののだだささうう

でですす。。

88 -- 33 00 -- 33   旅旅 行行 先先 よよりり㈢㈢ 琵琵琶琶 湖湖
口口語語文文体体

報報知知((旅旅

信信))

琵琵琶琶湖湖がが見見ええ始始めめたたののはは、、彦彦

根根のの辺辺かかららででししたた。。
今今夜夜京京都都にに着着くく積積りりでですす。。

99--66   出出産産のの知知ららせせ
口口語語文文

体体　　　　候候

文文体体
報報知知

佐佐々々木木ののねねええささんんはは、、おお産産のの

たためめにに、、((佐佐々々木木のの姉姉上上ににはは、、

御御産産ののたためめ、、))

名名ががききままりりままししたたらら、、ままたた申申しし

上上げげまませせうう。。((名名ががききままりり候候

ははゞゞ、、ままたた申申ししああぐぐべべくく候候。。))

99 -- 11 00 -- 11   樺樺 太太だだ よよりり(( 兄兄 よよりり弟弟へへ )) 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

其其のの後後、、ううちちでではは皆皆ささんんおお変変りり

ののなないいここととゝゝ思思つつててゐゐまますす。。
近近所所をを見見物物すするるつつももりりでですす。。

99 --11 00 -- 22   樺樺 太太だだ よよりり(( 兄兄 よよりり弟弟へへ )) 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

一一昨昨日日のの午午後後大大泊泊をを出出帆帆しし

てて、、昨昨日日のの夕夕方方当当真真岡岡港港にに着着

ききままししたた。。

ままるるでで、、軍軍ののややううだだとといいひひまま

すす。。

99 --11 00 -- 33   樺樺 太太だだ よよりり(( 兄兄 よよりり弟弟へへ )) 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

真真岡岡かからら十十九九里里、、山山のの中中ばばかか

りり通通つつてて、、

四四五五日日中中ににはは帰帰途途ににつつききまますす

かからら、、そそれれははおお目目ににかかゝゝつつてておお

話話ししまませせうう。。

99--2200  旅旅行行先先のの父父にに
口口語語文文

体体　　　　候候

文文体体

返返信信：： 報報

知知

十十二二日日附附のの御御手手紙紙をを今今朝朝拝拝見見

致致ししままししたた。。((十十二二日日附附のの御御手手

紙紙今今朝朝拝拝見見仕仕りり候候。。))

一一日日もも早早くく御御帰帰りりににななるるややううにに

おお待待ちち申申ししてて居居りりまますす。。((一一日日

もも早早くく御御帰帰りりのの程程御御待待ちち申申しし居居

りり候候。。))

99--3300--11   水水害害見見舞舞のの文文 候候文文体体 見見舞舞
連連日日のの大大雨雨にに候候へへばば、、大大川川にに

近近きき御御地地ははいいかかゞゞとと案案じじ居居りり候候

処処、、

草草々々。。

99--3300--22  同同じじくく返返事事 口口語語文文体体
返返信信：： 礼礼

状状

御御見見舞舞状状をを有有難難くく拝拝見見致致ししまましし

たた。。

御御礼礼かかたた〴〴 〵〵取取りりああへへずず御御知知

ららせせ申申しし上上げげまますす。。

1100--77  悔悔のの文文 口口語語文文体体
返返信信：： 弔弔

慰慰

今今朝朝思思ひひががけけなないい電電報報をを拝拝見見

ししてて、、びびつつくくりり致致ししままししたた。。

どどううぞぞそそちちららのの様様子子もも時時々々知知

ららせせてて下下ささいい。。おお供供へへ下下ささいいまま

せせ

11 00 -- 11 44 -- 11   依依 頼頼 のの 文文   其其 のの一一 兄兄へへ 候候文文体体 依依頼頼
日日増増にに寒寒ささ相相加加りり候候処処、、御御障障もも

ああららせせらられれずず候候やや。。
草草々々

11 00 -- 11 44 -- 22   依依 頼頼 のの 文文 　　其其 のの 二二 叔叔 母母 へへ 候候文文体体 依依頼頼
此此のの夏夏叔叔父父様様御御いいででのの節節、、御御

買買求求めめ願願ひひ候候御御祖祖母母様様ののめめ

ががねね、、

かかししここ。。

11 00 -- 22 44   兵兵営営内内のの生生活活 候候文文体体 報報知知 拝拝啓啓 拝拝具具。。

1100--3300--11   ブブ ララ ジジルルかからら 口口語語文文体体
返返信信：： 報報

知知((旅旅信信))
此此のの間間はは手手紙紙をを有有難難うう。。

日日本本のの冬冬がが夏夏とといいふふややううににああ

べべここべべななここととでですす。。

1100--3300--22   ブブ ララ ジジルルかからら 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

此此のの手手紙紙とと一一ししよよにに、、絵絵葉葉書書をを

たたくくささんん小小包包でで送送りりまますすかかららみみ

んんななでで御御覧覧ななささいい、、

ナナイイヤヤガガララのの瀧瀧ななどどはは、、ととててもも

比比べべももののににななりりまませせんん。。

1100--3300--33   ブブ ララ ジジルルかからら 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

二二週週間間ばばかかりり前前かからら、、南南のの方方

ののササンンパパウウロロ市市にに来来ててゐゐまま

すす。。

如如何何ににもも健健気気にに思思ははれれまますす。。

1100--3300--44   ブブ ララ ジジルルかからら 口口語語文文体体
報報知知((旅旅

信信))

森森林林地地開開墾墾のの様様子子をを見見てて歩歩いい

ててゐゐたたののでで、、

ブブララジジルルのの視視察察もも大大体体終終つつたた

かからら、、間間ももななくく帰帰国国ししまますす。。

1111--1100  旧旧師師にに呈呈すす 候候文文体体 報報知知 拝拝啓啓。。 敬敬具具。。

1111--2266--11   夏夏休休のの通通信信

一一山山かからら海海へへ
口口語語文文体体 報報知知

此此のの頃頃のの暑暑ささににおお障障りりももごござざいい

まませせんんかか。。
皆皆ささんんにに宜宜ししくく。。

1111--2266--22   夏夏休休のの通通信信

二二海海かからら山山へへ
口口語語文文体体

返返信信：： 報報

知知

其其のの後後どどううししてていいららつつししややるるかか

とと思思つつててゐゐるるととこころろへへ、、おお手手紙紙

ををいいたたゞゞききままししてて、、ううれれししううごござざ

いいままししたた。。

どどううぞぞおお体体をを御御大大切切にに。。

1122－－1111   京京城城のの伯伯母母よよ りり 口口語語文文体体
返返信信：： 報報

知知

此此のの間間ははおお便便有有難難ううごござざいいまま

ししたた。。

ききつつととおおももししろろいいおおみみややげげ話話のの

種種ががたたくくささんん見見つつかかるるこことととと思思

ひひまますす。。

1122--2233--11   講講話話会会のの案案内内 候候文文体体 案案内内 拝拝啓啓 草草々々

1122--2233--22  返返事事 候候文文体体
返返信信：： 承承

諾諾
御御手手紙紙拝拝見見仕仕候候 謹謹言言

〈表1〉旧読本の書簡文教材一覧 
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ベク児童ヲ主人トシテ、其ノ生活ニ触レタルモノヲ採リ、次第ニ実用ノ教材ニ移ラントス」

(p.170)とある。書簡文の導入に児童と同年代の子どもが書いた書簡を位置付けることによっ

て、児童自身が自分のこととして書簡文に書かれた事柄の状況を把握することができ親しみを

もって、実生活に生かすことができるようにしているのである。  

また『尋常小学読本巻七・巻八修正趣意書』の「教授上ノ注意 巻七」では、7-6-1「友だ

ちへの手紙」について、「独立セル手紙文ノ最初ノモノナリ。（中略）今回ハナルベク児童ヲ

本位トシ、其ノ生活内ニ材ヲトルコトニ心掛ケタリ。宜シク綴リ方ト連絡ヲ保チテ、教材ノ活

用ヲ試ムベシ」(p.185)としている。転校した友達への書簡という児童にとって実際にある状

況での書簡ということも児童に現実味をもたせて学習することができるといえる。それゆえ

に、綴り方との連絡も図ることができるのである。第 2 期の趣意書では書き方との連絡が記さ

れているが、第 3 期では綴り方との連絡も重視されたことになる。 

書簡の差出人と受取人の関係をみると、小学生の子ども同士が 21.6%(8/37)、甥・姪とおじ

・おばが 21.6%(8/37)、大人同士が 18.9%(7/37)、父親と子どもが 13.5%(5/37)、兄弟、姉妹が

それぞれ 10.8%(4/37)、恩師と教え子が 2.7%(1/37)である。家族、親族を合わせると

56.8%(21/37)である。採録された書簡文は、家族、親族、そして子ども同士といった学習者で

ある児童の身近な話題や実生活に結び付く題材を有した書簡文が採録されているといえる。 

 差出人の性別では、男性作者 59.5%(22/37)、女性作者 40.5%(15/37)と男性作者が多く、男

性を中心とした書簡文採録がなされているといえる。 

〈表 2〉は、書簡文の内容から、内容項目を設定し整理し

たものである。最も多く採録されているのが報知（旅信）で、

返信の 1 通を含めると 10 通 27.0%(10/37)である。報知（旅

信）は、旅の様子を知らせる書簡である。それが多く採られ

ているのである。10 通中 3 通(30.0% 3/10)が日本国内からで、

7 通(70.0% 7/10)が樺太、ブラジルからのものである。報知

（旅信）では、旅の様子や訪れた土地の紹介、そこでの思い

や感想等、書簡文の形式にとらわれず、書き手の自由な思い

を書くことができる書簡で、叙事文や叙情文に近いものとい

える。それが多く採られているということは、外国の地理

や気候、そこでの日本人の生活を理解させるための採録と

いえる。『尋常小学読本修正趣意書』の巻八の 8-30「旅行

先より」の説明には「第三十『旅行先より』ハ、手紙ノ一体トシテ旅信ヲ出シ、兼ネテ地理的

知識ヲ授ケントス。」(p.198)とある。同様に報知(旅信)の説明を趣意書でみると 9-10「樺太

だより」には、「新領土樺太ノ大体ヲ知ラシメントスルニアリ。」(p.229)、10-30「ブラジル

から」には、「世界的知識ヲ授クルト共ニ、我ガ移民ニ最モ関係深キ『ブラジル』ヲ紹介シテ、

同胞発展ノ状ヲ知ラシメ、且進取ノ気象を養ハントス。」(p.251)、12-11「京城の伯母より」

には、「我ガ新範囲タル朝鮮ノ大都京城ヲ紹介スルト共に、新同胞ノ生活状態ノ一斑ヲシラシ

内内容容項項目目 書書簡簡数数 割割合合

報報知知((旅旅信信)) 99 2244 ..33%%
報報知知 66 1166 ..22%%
依依頼頼 22 55..44%%
見見舞舞 22 55..44%%
礼礼状状 22 55..44%%
案案内内 11 22..77%%
招招待待 11 22..77%%
贈贈答答 11 22..77%%

返返信信：：報報知知 66 1166 ..22%%
返返信信：：礼礼状状 33 88..11%%
返返信信：：承承諾諾 22 55..44%%
返返信信：：弔弔慰慰 11 22..77%%

返返信信：：報報知知（（旅旅信信）） 11 22..77%%

書書簡簡合合計計 3377 110000%%

〈〈表表22〉〉旧旧読読本本のの内内容容項項目目一一覧覧
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メ、以テ我ガ国情ニ通ゼシメントスルヲ此ノ課ノ目的トス。」(p.322)とある。つまり、読本

に採られた報知(旅信)は、地理的教材として、その土地の様子や状況を理解させ、日本人とし

ての生き方を学ばせる意図があったといえる。竹内文路(1923a)は「尋常小学読本巻十」の「ブ

ラジルから」の解説で、「本課は父より子に送つた四通の手紙となつてゐるが、実はブラジル

の首府、面積、位置、気候、雄大な自然(アマゾン河及びイグアツスーの大瀧)南部に於ける日

本人のコーヒー業、それから森林地開墾の状況を紹介するのである。」(p.45)とした上で、「慈

愛深き父が本国にある我が子に送つた手紙としては、極めて冷かなもので温い愛情といふもの

ゝ発露がない。手紙としては極めて詰らないものである。だからこの課を教授する場合には通

読させて事実を領解せしめればよい。」(p.45)としている。書簡文というよりは、内容理解の

ために書簡文の形式を借りたものといえる。これは書簡文の対者があるという特徴を生かし、

児童に正に自分にその書簡が届けられたかのように受け取らせ、理解を深めるために書簡文の

形式が活用されたと考えられる。これは、報知(旅信)の書簡が兄から弟、父から子どもという

ように、学習者の同年代のものへ宛てた書簡であることからも自分があたかも受け取ったかの

ように思うことができるといえる。その一方で、作文との連絡の観点からみると、報知(旅信)

は、前述したように叙事文や叙情文に近い形式であることから、これらが多く採られていると

いうことは、児童に自分の思いや捉えた様子や状況を自由に書くことができる力を求めていた

とみることができる。なお、旧読本では、樺太、ブラジルの 7 通と 12-11 の 1 通の計 8 通(21.6% 

8/37)が外国からの書簡である。 

2.2 文体および頭語・結語の特徴 

 文体においては、旧読本に採録された 37 通中、口語文体と候文体の割合をみると、前者が 

76.9%(30/39)、後者が 23.1%(9/39)で、口語文体が多く採録されている。なお、9-6 と 9-20 

は、口語文体と候文体が対比できるように採録されているために、2 文体として数値化した。 

候文体を採録している意図について巻九・巻十修正趣意書の中に「修正読本ニ於テハ、巻九ニ 

候文ノ始ルコトハ相同ジト雖モ、其ノ一体ニ偏セズ、猶口語文体ノ書翰文ヲモ交ヘタリ。（中 

略）候文ヲ読本中ニ置ケルハ、之ニヨリテ候文ヲ綴ラシムル模範タラシメントヨリハ、候文体 

ノ文ヲ読解セシメントスルニアリ。」(pp.211-212)とある。候文体は読解が中心としているの 

である。竹内文路(1923b)は、「尋常小学読本巻十一」の 11-10「旧師に呈す」の中で、「整つた 

型の候文である。想は簡単で深入りする必要もない(中略)全国共通の教科書として又候文の範 

例をと求めればかういふチピカルなものより外に仕方はあるまい。今後十年十五年の後に世に 

出る子どもは成人の後と雖も候文を書く必要はなからうと思はれるが、今のところ読む教材と 

しては少しは無くてはならないものであるから、候文の一般を理解するための教材として取扱 

ひたい。」(p.45)と述べている。読解が中心ではあるが、児童は候文を学ぶ必要があるのであ 

る。児童の候文への抵抗を少しでも軽減するために 9-6 と 9-20 では、口語文体と候文体が比 

較できるように採録されており、候文体に慣れさせる意図があるものと考えられる。両文体が 

採録されている理由について巻十一・巻十二修正趣意書では「書翰文ノ提出方法ハ、全般ノ上 

ヨリ見ルモ、著シキ変化ヲ生ゼリ。例ヘバ口語文ト候文トノ割合ノ全ク反対トナレルガ如キ、 
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新ニ口語文・候文対照ノ課ヲ置キ、又特ニ候文ニ行書体ヲ採用セルガゴトキ、其ノ改訂二三ニ 

シテ止ラズ。」(p.274)としている。雑誌『国語教育』においては、小学校では口語文体のみを 

学べばよいという考えが大部分を占めている。金子彦二郎(1917)は「我が作文教授㈥」の中で、 

「新時代の国民に必要ならざる候文といふ形式を、併しながら無理だ無益だと知りつゝも可憐 

な幼童の頭に敲き込まずには置かない暴君があるんだから仕方がない。暴君とは誰？曰く為政 

者、曰く父兄、曰く中等教員即ちこれである。(中略)次代の国民たるべき青少年輩にも有用  

であり必須のものだと考へてゐるらしい。其結果彼等は『尋常科を卒業させたが手紙(候文) 

一本満足に書けない。』と不満を言ひ現代の教育を難ずる。(中略)入学試験の問題が明に 

之を語つてゐる。(中略)候文が書けなかつたら用事を述べ久濶を叙する手段が外に無いの  

ならともかく、候文以上に作るにも読解にも軽易で、且つ達意といふ方面からいつても、 

同価値或はより以上の徹底を有つてゐる口語体で書くといふ手段があるではないか。」  

(p.50)と主張している。また、保科孝一(1919)は「入学試験に改善を望む」の中で、「中学校 

や高等女学校の入学試験に文語や候文を課すことがあるから、尋常小学校がたとひ綴方教授以 

上の方針によるを利益と認めても、これに據ることが出来ないのである。(中略)中学校の入学 

試験は今後口語文を書き綴らせることにしたい、すくなくとも文体随意といふことにしたいと 

思ふ。」(p.81)と述べている。社会の要求、そして入学試験等の理由から小学校でも候文体を

教えざるをえない現状があることを意味している。 

 文末文体を〈表 3〉、〈表 4〉に整理した。 

77 のの 66 のの 11 77 のの 66 のの 22 ８８ －－ １１ ５５ －－ １１ 88のの2211 88 のの 33 00 のの 11 88 のの 33 00 のの 22 88 のの 33 00 のの 33 99 のの 11 00 のの 11 99 のの 11 00 のの 22 99 のの 11 00 のの 33 99のの2200 99 のの 33 00 のの 11 99 のの 33 00 のの 22 11 00 のの 11 44 のの １１ 11 00 のの 22 44 11 00 のの 33 11 のの 11 11 00 のの 33 11 のの 22 11 00 のの 33 11 のの 33 11 00 のの 33 11 のの 44 11 11 のの 11 00 11 22 のの 22 33 のの 11 11 22 のの 22 33 のの 22 合合計計 割割合合

まますす 22 11 22 11 22 22 55 22 22 33 22 22 66 33 3355 2222..00%%

でですす 22 22 11 11 55 22 22 11 22 33 11 22 22 2266 1166..44%%

ままししたた 11 22 22 22 11 11 11 22 22 22 88 11 2255 1155..77%%

候候 22 44 11 11 88 55..00%%
御御座座候候 22 33 22 11 88 55..00%%
まませせんん 11 11 11 11 11 11 11 77 44..44%%
～～ででししたた 11 11 11 11 11 55 33..11%%
居居りり候候 33 11 44 22..55%%
申申候候 44 44 22..55%%
下下ささいい 11 11 11 33 11..99%%
～～ままでで 11 11 11 33 11..99%%
存存候候 11 22 33 11..99%%
～～でですすかか 11 11 22 11..33%%
べべくく候候 11 11 22 11..33%%
申申しし居居りり候候 11 11 22 11..33%%
候候やや 22 22 11..33%%
存存じじ候候 11 11 22 11..33%%
申申しし候候 22 22 11..33%%
ででせせうう 11 11 00..66%%
でですすねね 11 11 00..66%%
～～ななささいい 11 11 00..66%%
～～まませせうう 11 11 00..66%%
下下ささいいまますすなな 11 11 00..66%%
木木をを伐伐りり ににかかゝゝるる 11 11 00..66%%
燃燃ええるる 11 11 00..66%%
仕り候 1 11 00..66%%
御御座座候候やや 11 11 00..66%%
存存じじ上上げげ候候 11 11 00..66%%
相相成成りり候候 11 11 00..66%%
致致しし候候 11 11 00..66%%
たたくく候候 11 11 00..66%%
存存じじ奉奉りり候候 11 11 00..66%%
申申上上候候 11 11 00..66%%
如如何何 11 11 00..66%%

合合　　計計 77 55 44 77 55 44 33 1122 66 88 1133 33 1144 55 1155 55 44 1100 99 1111 55 44 115599 110000 ..00 %%

〈〈表表33〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる男男性性作作者者のの文文末末文文体体  
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〈表 3〉の男性作者では口語文体では「ます、です、ました」、〈表 4〉の女性作者では「ま

す、ました、ません、ませう、です」で、男女ともに「ます」が最も多く使われている。候文

体では、男性作者の書簡が多く、文末文体は「候」の他に「御座候」が使われている。 

 頭語・結語を〈表 5〉、〈表 6〉、〈表 7〉に整理した。 

〈表 5〉の往信の頭語

では、「頭語なし」が

87.5%で、「漢語系」が

12.5%である。「頭語な

し」は、時候の挨拶や冒

頭から本文に入るなど

のものとしたが、往信で

は必ずしも頭語を書く

必要がないことが分か

る。 

〈表 6〉の返信の頭語

では、「頭語なし」は

15.4%で、「有難系」、「拝

見系」が多く使われてい

る。返信では、書簡に対

するお礼やそれを拝見

55 -- 33 00 -- 11 55 -- 33 00 -- 22 77 -- 11 88 -- 11 77 -- 11 88 -- 22 77 -- 22 77 -- 11 77 -- 22 77 -- 22 88 のの 77 のの11 88 のの77 のの 22 88 -- 11 55 -- 22 99のの66 1100のの77 11 00 -- 11 44 -- 22 11 11 -- 22 66 -- 11 11 11 -- 22 66 -- 22 11 22 のの １１１１ 合合計計 割割合合

まますす 11 44 11 33 33 22 33 22 11 33 1133 99 1166 6611 5511..77%%

ままししたた 11 22 22 44 11 33 22 11 1166 1133..66%%

まませせんん 11 11 11 33 66 55..11%%
～～まませせうう 11 11 11 11 11 11 66 55..11%%
ででせせうう 22 11 11 11 55 44..22%%
でですす 22 11 11 11 55 44..22%%
下下ささいい 22 11 33 22..55%%
～～ななささいい 11 11 11 33 22..55%%
でですすねね 11 11 22 11..77%%
べべくく候候 11 11 22 11..77%%
ちちややううだだいい 11 11 00..88%%
いいけけまませせんんよよ 11 11 00..88%%
～～ままししたたねね 11 11 00..88%%
～～まませせ 11 11 00..88%%
ございませんか 1 11 00..88%%
おお体体をを御御大大切切にに 11 11 00..88%%
候候 11 11 00..88%%
御御座座候候 11 11 00..88%%
願願いい上上げげ候候 11 11 00..88%%

合合　　計計 11 11 1100 77 33 44 55 88 66 66 1100 33 1199 1133 2222 111188 110000 ..00%%

〈〈表表44〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる女女性性作作者者のの文文末末文文体体　　

書書簡簡数数 頭頭語語別別割割合合 種種類類別別割割合合

拝拝啓啓 漢漢語語系系 33 1122..55%% 1122 ..55%%

2211 8877..55%% 8877 ..55%%

2244 110000%% 110000%%

頭頭語語ななしし

〈〈表表55〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる頭頭語語のの種種類類((往往信信))

頭頭語語 種種類類

合合　　　　　　計計

書書簡簡数数 頭頭語語別別割割合合 種種類類別別割割合合
おお 葉葉書書をを いい たたゞゞ いい てて、、ままここととにに ああ りりがが

たたうう ごござざ いい まますす 。。 11 77..77%%

御御手手紙紙をを下下ささつつててあありりががたたうう 11 77..77%%
おお手手紙紙ををあありりががたたうう 11 77..77%%
此此のの間間はは手手紙紙をを有有難難うう 11 77..77%%
此此のの間間ははおお 便便りり有有難難うう ごござざ いい ままししたた 11 77..77%%
御御手手紙紙拝拝見見仕仕候候 11 77..77%%
十十二二日日附附のの御御手手紙紙をを今今朝朝拝拝

見見致致ししままししたた 11 77..77%%

御御見見舞舞状状をを有有難難くく拝拝見見致致

ししままししたた
11 77..77%%

今今朝朝思思ひひががけけななくく電電報報をを

拝拝見見ししてて
11 77..77%%

昨昨日日おお手手紙紙がが届届ききままししたた 11 77..77%%
おお 手手紙紙をを いい たたゞゞ きき ままししてて、、うう れれししうう ごござざ

いい ままししたた。。 11 77..77%%

22 1155..44%% 1155 ..44%%

1133 110000%% 110000%%

頭頭語語 種種類類

〈〈表表66〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる頭頭語語のの種種類類((返返信信))

頭頭語語ななしし

合合　　　　　　計計

その他 1155..44%%

拝見系 3300..88%%

有有難難系系 3388..55%%
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〈表 3〉の男性作者では口語文体では「ます、です、ました」、〈表 4〉の女性作者では「ま

す、ました、ません、ませう、です」で、男女ともに「ます」が最も多く使われている。候文

体では、男性作者の書簡が多く、文末文体は「候」の他に「御座候」が使われている。 

 頭語・結語を〈表 5〉、〈表 6〉、〈表 7〉に整理した。 

〈表 5〉の往信の頭語

では、「頭語なし」が

87.5%で、「漢語系」が

12.5%である。「頭語な

し」は、時候の挨拶や冒

頭から本文に入るなど

のものとしたが、往信で

は必ずしも頭語を書く

必要がないことが分か

る。 

〈表 6〉の返信の頭語

では、「頭語なし」は

15.4%で、「有難系」、「拝

見系」が多く使われてい

る。返信では、書簡に対

するお礼やそれを拝見

55 -- 33 00 -- 11 55 -- 33 00 -- 22 77 -- 11 88 -- 11 77 -- 11 88 -- 22 77 -- 22 77 -- 11 77 -- 22 77 -- 22 88 のの 77 のの11 88 のの77 のの 22 88 -- 11 55 -- 22 99のの66 1100のの77 11 00 -- 11 44 -- 22 11 11 -- 22 66 -- 11 11 11 -- 22 66 -- 22 11 22 のの １１１１ 合合計計 割割合合

まますす 11 44 11 33 33 22 33 22 11 33 1133 99 1166 6611 5511..77%%

ままししたた 11 22 22 44 11 33 22 11 1166 1133..66%%

まませせんん 11 11 11 33 66 55..11%%
～～まませせうう 11 11 11 11 11 11 66 55..11%%
ででせせうう 22 11 11 11 55 44..22%%
でですす 22 11 11 11 55 44..22%%
下下ささいい 22 11 33 22..55%%
～～ななささいい 11 11 11 33 22..55%%
でですすねね 11 11 22 11..77%%
べべくく候候 11 11 22 11..77%%
ちちややううだだいい 11 11 00..88%%
いいけけまませせんんよよ 11 11 00..88%%
～～ままししたたねね 11 11 00..88%%
～～まませせ 11 11 00..88%%
ございませんか 1 11 00..88%%
おお体体をを御御大大切切にに 11 11 00..88%%
候候 11 11 00..88%%
御御座座候候 11 11 00..88%%
願願いい上上げげ候候 11 11 00..88%%

合合　　計計 11 11 1100 77 33 44 55 88 66 66 1100 33 1199 1133 2222 111188 110000 ..00%%

〈〈表表44〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる女女性性作作者者のの文文末末文文体体　　

書書簡簡数数 頭頭語語別別割割合合 種種類類別別割割合合

拝拝啓啓 漢漢語語系系 33 1122..55%% 1122 ..55%%

2211 8877..55%% 8877 ..55%%

2244 110000%% 110000%%

頭頭語語ななしし

〈〈表表55〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる頭頭語語のの種種類類((往往信信))

頭頭語語 種種類類

合合　　　　　　計計

書書簡簡数数 頭頭語語別別割割合合 種種類類別別割割合合
おお 葉葉書書をを いい たたゞゞ いい てて、、ままここととにに ああ りりがが

たたうう ごござざ いい まますす 。。 11 77..77%%

御御手手紙紙をを下下ささつつててあありりががたたうう 11 77..77%%
おお手手紙紙ををあありりががたたうう 11 77..77%%
此此のの間間はは手手紙紙をを有有難難うう 11 77..77%%
此此のの間間ははおお 便便りり有有難難うう ごござざ いい ままししたた 11 77..77%%
御御手手紙紙拝拝見見仕仕候候 11 77..77%%
十十二二日日附附のの御御手手紙紙をを今今朝朝拝拝

見見致致ししままししたた 11 77..77%%

御御見見舞舞状状をを有有難難くく拝拝見見致致

ししままししたた
11 77..77%%

今今朝朝思思ひひががけけななくく電電報報をを

拝拝見見ししてて
11 77..77%%

昨昨日日おお手手紙紙がが届届ききままししたた 11 77..77%%
おお 手手紙紙をを いい たたゞゞ きき ままししてて、、うう れれししうう ごござざ

いい ままししたた。。 11 77..77%%

22 1155..44%% 1155 ..44%%

1133 110000%% 110000%%

頭頭語語 種種類類

〈〈表表66〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる頭頭語語のの種種類類((返返信信))

頭頭語語ななしし

合合　　　　　　計計

その他 1155..44%%

拝見系 3300..88%%

有有難難系系 3388..55%%

 
 

したなどある程度言い

方が決まっていること

から形式的な頭語が使

われているといえる。 

〈表 7〉の結語では、

「結語なし」が最も多

く、続いて「漢語系」と

なっている。頭語と結語

の「漢語系」の関係をみ

ると、「拝啓-拝具」、「拝

啓-敬具」、「拝啓-草々」

で、現在の定型ともいえる「拝啓-敬具」は 1 通みられるが定着しているとはいえない。また、

「漢語系」が使われている書簡の書き手はすべて男性である。「かしこ系」も姪から叔母に宛

てた 1 通みられるが、女性の書き手すべてに使われていないことから、小学校段階では結語も

柔軟に対応できるように教授されているといえる。 

 

３．新読本採録書簡文の特徴 

3.1 内容の特徴 

 新読本に採録されている書簡文は〈表 8〉に提示した 39 通で全体の 15.3%(39/255)である。 

新読本の趣意書には、それぞれの教材の分類が記されているために、〈表 8〉にそれを記した。

往信は 82.1%(32/39)、返信は 17.9%(7/39)で、往復便での採録は 19.0%(4/21)である。往復便

は、巻 5 と巻 6 の最初に位置付いている。往復便の差出人と受取人との関係をみると、5-21-1

と 5-21-2は姪と叔母、6-11と 6-26-1は兄弟、8-12-1と 8-12-2は主人と小僧、11-10-1と 11-10-2

は大人同士のやりとりである。巻 4 から巻 6 の往復便を含む書簡文は、差出人あるいは受取人

が児童と同年代であることから、児童たちには理解し易いとは考えられるが、内容的には見舞

文や入営したこと、伊勢参宮のことといった書簡文の実務的なものや戦争に関わる内容のもの

から入っているという点においては、親しみやすいとは言い難いと考えられる。また、巻 8 の

主人と小僧との書簡は、児童にとって身近な話題とはいえないものである。差出人と受取人と

の関係をみると、父母と子 23.1%(9/39)、甥・姪とおじ・おば 20.5%(8/39)、大人同士

15.4%(6/39)、大人と国民 12.8%(5/39)、兄弟 10.3%(4/39)、同年代の友達同士 7.7%(3/39)、主

人と小僧 5.1%(2/39)、恩師と教え子 2.6%(1/39)、子どもと親族の子ども 2.6%(1/39)である。

家族と親族を合わせると 56.4%(22/39)となる。 

 差出人の性別では、男性作者が 84.6%(33/39)、女性作者が 15.4%(6/39)と、男性中心の採録

がなされている。 

 〈表 9〉には、内容項目を整理した。報知(旅信)の割合が最も高く 30.8%で、返信：報知(旅

信)と合わせると、33.3%である。報知(旅信)の内訳をみると、13 通中 12 通(92.3% 12/13)が外

書書簡簡数数 結結語語別別割割合合 種種類類別別割割合合

皆皆ささんんにに宜宜ししくく 22 55..44%%
君君かかららよよろろししくく言言つつてて下下ささいい 11 22..77%%

ささややううなならら ささよよなならら系系 11 22..77%% 22..77%%

草草々々 33 88..11%%
謹謹言言 11 22..77%%
敬敬具具 11 22..77%%
拝拝具具 11 22..77%%

かかししここ かかししここ系系 11 22..77%% 22..77%%

2266 7700..33%% 7700 ..33%%

3377 110000%% 110000%%

〈〈表表77〉〉旧旧読読本本ににおおけけるる結結語語のの種種類類　　　　　　

結結語語 種種類類

結結語語ななしし

合合　　　　計計

ごごききげげんん系系

漢漢語語系系

88..11%%

1166 ..22%%

　　  5555  　　　　  5454  　　



 
 

国からのもので、国

内のものは 6-26-2 の

父が伊勢参宮の様子

を息子に宛てて出し

たものである。前述

したように報知(旅

信)は、書き手の自由

な思いで書くことが

できる書簡であり、

それが多く採録され

ていることは児童に

とって作文に生かす

ことができる書簡と

いえる。また、その

多くが、外国からの

も の と い う こ と か

ら、児童には興味あ

る内容で、読む楽し

さにもつながると考

えられる。採録の意

図は、これら植民地

の土地の様子やそこ

で生活する日本人の

たくましさや勤勉さ

を読み取らせることにあるが、これらの内容を説明文ではなく書簡文の形式を借りて書かれて

内内容容項項目目 書書簡簡数数 割割合合

報報知知((旅旅信信)) 1122 3300..88%%

報報知知 66 1155..44%%

依依頼頼 33 77..77%%

招招待待 33 77..77%%

見見舞舞 22 55..11%%

慶慶賀賀 11 22..66%%

贈贈答答 11 22..66%%

忠忠告告 11 22..66%%

註註文文 11 22..66%%

弔弔慰慰 11 22..66%%

礼礼状状 11 22..66%%

返返信信：：報報知知 22 55..11%%
返返信信：：報報知知((旅旅信信)) 11 22..66%%

返返信信：：安安否否 11 22..66%%

返返信信：：承承諾諾 11 22..66%%

返返信信：：礼礼状状 11 22..66%%

返返信信：：祝祝賀賀 11 22..66%%

書書簡簡合合計計 3399 110000%%

〈〈表表99〉〉新新読読本本のの内内容容項項目目一一覧覧

巻巻　　 課課 数数 尋尋常常小小学学国国語語読読本本 文文体体 内内 容容項項 目目 頭頭語語((冒冒頭頭)) 結結語語((末末尾尾）） 『『 趣趣意意書書』』にによよるる分分類類

44 2244 44--1133   ゑゑははががきき 口口 語語文文 体体 慶慶賀賀 新新年年おおめめででたたうう。。 ここれれはは其其ののゑゑははががききでですす。。 文文学学的的教教材材

55--2211--11   水水見見舞舞 口口 語語文文 体体 見見舞舞
おお ととささんん にに うう かかゞゞ ひひ まますす とと、、叔叔母母様様ささままのの

町町にに 大大水水がが出出たたささうう でですす 。。
おお見見舞舞いいをを申申しし上上げげまますす。。 文文学学的的教教材材

55--2211--22  返返事事 口口 語語文文 体体 返返 信信 ：： 安安 否否 おお手手紙紙ををあありりががたたうう。。 どどううぞぞよよろろししくく申申ししてて下下ささいい。。 文文学学的的教教材材

66 -- 1111   入入営営ししたた兄兄かからら 口口 語語文文 体体 報報知知 国国でではは初初雪雪がが降降つつたたささううだだねね。。
其其のの中中にに又又くくははししいい事事をを知知ららせせ

よようう。。
国国民民科科的的教教材材

66 -- 22 66 -- 11   伊伊 勢勢 参参 宮宮   入入 営営 中中 のの 兄兄 へへ 口口 語語文文 体体 返返 信信 ：： 報報 知知
其其のの後後おおささははりりももごござざいいまませせんん

かか。。
かかははつつたた事事ははあありりまませせんん。。 文文学学的的教教材材

66--2266--22   父父かからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
昨昨日日正正午午ににここちちららへへ着着いいてて、、

午午後後外外宮宮へへ参参りり、、
夕夕方方京京都都へへ立立つつ。。 文文学学的的教教材材

77--44  潮潮干干狩狩 口口 語語文文 体体 贈贈答答 昨昨 日日おお かか ああ ささんん にに るる すす をを ししてていい たただだいい てて、、 よよつつたたののででごござざいいまますす。。 文文学学的的教教材材

77--1122  大大連連だだよよりり 口口 語語文文 体体 報報知知
大大連連へへ来来ててかからら、、ももうう かかれれここれれ七七八八十十

日日、、町町ののももややうう もも大大分分わわかかつつ てて来来ままししたた。。

後後便便にに又又いいろろ／／＼＼申申しし上上げげまま

せせうう。。
地地理理的的教教材材

77--2266  注注文文 口口 語語文文 体体 註註文文
去去るる三三日日ににおお差差出出ししのの縞縞物物三三

十十反反、、本本日日無無事事にに着着ききままししたた。。

代代金金はは二二口口合合ははせせてて月月末末にに送送

りりまますす。。
文文学学的的教教材材

88 -- 11 22 -- 11   小小 ぞぞ うう かか らら 主主人人 へへ 口口 語語文文 体体 依依頼頼 謹謹んんでで申申しし上上げげまますす。。 おおひひままをを願願ひひたたううごござざいいまますす。。 文文学学的的教教材材

88 -- 11 22 -- 22   主主 人人かか らら 小小 ぞぞ うう へへ 口口 語語文文 体体 返返 信信 ：： 承承 諾諾
其其のの後後どどううかかとと案案じじててゐゐままししたた

がが、、手手紙紙をを見見てて安安心心ししままししたた。。
何何かか好好きき なな物物をを 買買つつ てて上上げげてて下下ささいい 。。 文文学学的的教教材材

88 -- 1188 -- 11   ササ ンンフフ ララ ンンシシススココ かか らら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
ハハワワイイかからら出出ししたた絵絵葉葉書書はは見見

ままししたたららううねね。。
おお前前たたちちももせせいい／／＼＼勉勉強強ななささいい。。 地地理理的的教教材材

88--1188--22  シシカカゴゴかからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
ササンン フフララ ンン シシススココかからら三三日日二二晩晩汽汽車車にに 乗乗

通通ししてて、、今今日日此此ののシシカカ ゴゴにに 着着きき ままししたた。。

此此のの絵絵葉葉書書はは此此所所へへ来来るる 途途中中、、汽汽車車のの

窓窓かからら見見たた牧牧場場のの実実景景でですす 。。 地地理理的的教教材材

88 -- 11 88 -- 33   ニニ ュュ ーー ヨヨーー クク かか らら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
長長くく滞滞在在ししててゐゐたたシシカカゴゴ市市をを立立

つつてて、、
おおかかああささんんにによよろろししくく。。 地地理理的的教教材材

88 -- 2277 -- 11   人人をを招招くく手手紙紙 口口 語語文文 体体 招招待待
来来るる十十六六日日はは私私のの誕誕生生日日でで、、

ちちややううどど日日曜曜日日でですすかからら、、
面面白白いいここととををししてて遊遊びびまませせうう。。 文文学学的的教教材材

88 -- 2277 -- 22   人人をを招招くく手手紙紙 口口 語語文文 体体 招招待待
来来るる二二十十五五日日にに、、亡亡母母のの三三回回

忌忌のの法法事事をを致致ししまますす。。
おお出出ででをを願願ひひたたううごござざいいまますす。。 文文学学的的教教材材

88 -- 2277 -- 33   人人をを招招くく手手紙紙 口口 語語文文 体体 招招待待
父父がが今今年年八八十十八八ににななりりままししたた

ののでで、、来来るる二二十十五五日日にに、、
ここ れれ はは年年 よよ りりかか らら のの おお 願願 いい ででごござざ いい まますす 。。 文文学学的的教教材材

99-- 22   トトララッックク島島便便りり 口口 語語文文 体体 返返 信信 ：： 報報 知知
三三月月二二十十五五日日、、おお出出ししののおお手手

紙紙をを昨昨日日受受けけ取取りりままししたた。。
おお ととううささんんややおお かかああささんんにによよろろ ししくく。。 地地理理的的教教材材

99-- 1122   弟弟かからら兄兄へへ 口口 語語文文 体体 報報知知
ににいいささんん、、昨昨日日ででううちちのの田田植植がが

すすつつかかりりすすみみままししたた。。
みみ んん ななででにに いい ささ んん のの おお 帰帰 りりをを 待待 つつ ててをを りりまますす 。。 実実業業的的教教材材

99--2233--11  手手紙紙 候候文文体体 礼礼状状
昨昨日日はは美美ししききおお話話のの本本をを御御送送

りり下下さされれ、、誠誠にに有有難難くく存存じじ候候。。
同同級級のの人人々々をを 驚驚かかささんん とと楽楽ししみみ居居りり候候。。 文文学学的的教教材材

99--2233--22  手手紙紙 候候文文体体 依依頼頼
先先日日遊遊びび にに 上上りり 候候節節御御約約束束致致しし候候三三毛毛

のの子子猫猫、、ももははやや大大きき くく ななりり候候事事とと存存じじ候候。。
御御知知ららせせ下下さされれたたくく 、、御御願願ひひ 申申しし上上げげ候候。。 文文学学的的教教材材

99--2233--33  手手紙紙 候候文文体体 依依頼頼 拝拝啓啓。。 草草々々。。 文文学学的的教教材材

99--2244   水水兵兵のの母母 候候文文体体 忠忠告告
聞聞 けけ ばば 、、 そそななたたはは 豊豊島島 沖沖 のの海海 戦戦にに もも 出出 ずず、、 又又

八八 月月十十 日日 のの威威 海海衛衛 攻攻 撃撃ととややらら にに もも 、、

如如何何ばばかかりりのの思思にに てて此此のの手手紙紙をを ししたたゝゝめめ

ししかか、、よよ くく よよ くく御御察察しし下下さされれたたくく候候。。 修修身身的的教教材材

1100--44   馬馬市市見見物物 口口 語語文文 体体 報報知知
宮宮本本のの伯伯父父様様のの所所にに着着いいたたのの

はは昨昨夜夜七七時時ででししたた。。
市市 場場 のの 様様 子子 がが よよくく わわ かか るる かか らら 、、引引 合合 はは せせ てて 見見 てて 下下 ささ いい 。。 実実業業的的教教材材

11 00 --11 33   京京城城のの友友かからら 口口 語語文文 体体 報報知知 ししばばららくく御御無無沙沙汰汰致致ししままししたた。。 おお つつ いい ででにに 野野田田 君君やや 山山 口口君君 にに もも よよ ろろ ししくく。。 地地理理的的教教材材

1100--2200--11   手手紙紙 候候文文体体 返返 信信 ：： 祝祝 賀賀 御御手手紙紙有有難難くく拝拝見見致致しし候候。。 かかししここ。。 文文学学的的教教材材

1100--2200--22   手手紙紙 候候文文体体 弔弔慰慰
承承りり候候へへばば、、御御祖祖母母様様にに はは先先日日よよ りり御御病病

気気のの處處、、御御養養生生ののかかひひ ももななくく 、、
先先はは右右ととりり ああへへずず御御悔悔申申しし上上げげ候候。。 文文学学的的教教材材

1111--1100--11   手手紙紙 候候文文体体 見見舞舞 拝拝啓啓。。 敬敬具具。。 文文学学的的教教材材

1111--1100--22   手手紙紙 候候文文体体 返返 信信 ：： 礼礼 状状 拝拝復復。。 拝拝具具。。 文文学学的的教教材材

11 11 --22 33 -- 11   南南 米米 よよりり(( 父父 のの 通通 信信 )) 候候文文体体
返返信信：：報報

知知((旅旅信信)) 御御手手紙紙拝拝見見致致候候。。 季季節節のの相相反反すするる事事にに候候。。 地地理理的的教教材材

11 11 --22 33 -- 22   南南 米米 よよりり(( 父父 のの 通通 信信 )) 候候文文体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
此此のの手手紙紙とと一一ししよよにに、、絵絵葉葉書書をを

たたくくささんん小小包包ににてて送送りり申申候候。。
其其のの壮壮観観実実にに筆筆舌舌にに尽尽くくしし難難くく候候。。 地地理理的的教教材材

11 11 --22 33 -- 33   南南 米米 よよりり(( 父父 のの 通通 信信 )) 候候文文体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
二二週週間間ばばかかりり前前よよりり南南方方のの
ササンンパパウウロロ市市にに参参りり居居りり候候。。

如如何何ににももけけななげげにに存存ぜぜらられれ候候。。 地地理理的的教教材材

11 11 --22 33 -- 44   南南 米米 よよりり(( 父父 のの 通通 信信 )) 候候文文体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
森森林林地地開開墾墾のの様様子子をを視視察察致致居居候候たた

めめ、、ししばばららくく無無沙沙汰汰にに打打過過ぎぎ候候。。
程程ななくく帰帰国国致致すすべべくく候候。。 地地理理的的教教材材

11 22 --88 -- 11   ロロンンドドンンかからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
ロロンンドドンンはは何何とと言言つつててもも世世界界のの大大都都

会会でですす。。
むむ ややみみ にに 先先 をを 争争ふふ ややうう ななここ ととはは ああ りりまませせ んん 。。 地地理理的的教教材材

1122--88--22  パパリリーーかからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
一一昨昨日日朝朝ロロンンドドンンをを 出出発発ししてて午午後後早早

くくパパリリ にに着着きき ままししたた。。
ささ しし もも のの 大大 きき ななパパ リリーー 市市 もも 殆殆 どど一一 目目 にに 見見 ええまますす 。。 地地理理的的教教材材

1122--88--33  ベベ ルルダダンン かからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
ああゝゝ 、、此此ののむむざざんんなな光光景景をを御御ららんんななささ

いい 。。
山山 鳩鳩 のの 声声 ささ びび しし ききベベ ルル ダダ ンンのの 戦戦 跡跡 にに 立立 つつ ててゐゐ まますす 。。 地地理理的的教教材材

11 22 --88 -- 44   ベベ ルルリリ ンンかからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
汽汽車車ででドドイイ ツツのの国国内内ににひひつつ たたののはは朝朝

ままだだほほのの暗暗いい 頃頃ででししたたがが、、

自自国国のの疲疲弊弊をを 回回復復すす るる たためめ盛盛にに 活活動動しし

ててゐゐるる ののにに はは全全くく 敬敬服服ししままししたた。。 地地理理的的教教材材

1122--88--55  ジジュュ ネネーー ブブ かからら 口口 語語文文 体体 報報 知知 (( 旅旅 信信 ))
世世界界のの公公園園とといい ははれれててゐゐるる ススイイ ススはは、、至至

るる 所所我我がが日日本本ののややうう にに 景景色色ががよよ いい 。。
如如何何ににもも心心地地よよくく眺眺めめらられれまますす。。 地地理理的的教教材材

1122--2244  旧旧師師にに呈呈すす 候候文文体体 報報知知 拝拝啓啓。。 敬敬具具。。 文文学学的的教教材材

〈〈表表88〉〉新新読読本本のの書書簡簡文文教教材材一一覧覧  

9 27

10 28

88 3333

77 2266

5 27

6 27

11 32

12 31

　　  5656  　　



 
 

いるところに児童に親しみやすく、このように書くとより分かるといった作文にもつながる教

材といえる。8-18 の課名は「アメリカだより」であるが、新読本に外国の教材を採録している

意図として「巻七・巻八編纂趣意書」には、「(巻七には 引用者補)学年ノ進ムニ従ヒ児童ヲ

シテ徐々ニ外国ノ事情ヲモ知ラシメントスルノ趣意」(p.54)とあり、続いて巻八には「亜米利

加等ノ教材ヲモ増加シ、且叙述ノ方法モ従来ノ如ク成ルベク力強キ印象ヲ与ヘンコトニ力メタ

リ」(pp.55-56)とある。 

内容を理解させるために、叙述の工夫もなしているというのであり、作文につながるものと

いえる。しかし、新読本の 11-23「南米より(父の通信)」は、前述した旧読本の 10-30「ブラ

４４ のの １１ ３３ ６６ のの １１ １１ ６６ のの ２２ ６６ のの １１ ６６ のの ２２ ６６ のの ２２ ７７のの４４ ７７ のの １１ ２２ ７７ のの ２２ ６６ ８８ のの １１ ２２ のの １１ ８８ のの １１ ２２ のの ２２ ８８ のの １１ ８８ のの １１ ８８ のの １１ ８８ のの ２２ ８８ のの １１ ８８ のの ３３ ８８ のの ２２ ７７ のの ２２ ８８ のの ２２ ７７ のの ３３ ９９のの２２ ９９ のの １１ ２２ ９９ のの ２２ ３３ のの １１ ９９ のの ２２ ３３ のの ３３ １１ ００ のの ４４ １１ ００のの １１ ３３ １１ ００ のの ２２ ００ のの ２２ １１ １１ のの １１ ００ のの １１ １１ １１ のの １１ ００ のの ２２ １１ １１ のの ２２ ３３ のの １１ １１ １１ のの ２２ ３３ のの ２２ １１ １１ のの ２２ ３３ のの ３３ １１ １１ のの ２２ ３３ のの ４４ １１ ２２ のの ８８ のの １１ １１ ２２ のの ８８ のの ２２ １１ ２２ のの ８８ のの ３３ １１ ２２ のの ８８ のの ４４ １１ ２２ のの ８８ のの ５５ １１ ２２のの ２２４４ 合合計計 割割合合

まますす 55 22 22 22 55 11 22 1100 33 99 1100 11 44 22 22 6600 2211..66%%

でですす 11 11 55 44 22 11 1111 77 99 22 22 4455 1166..22%%

ままししたた 11 11 11 22 11 11 22 11 44 33 55 66 11 22 33 33 3377 1133..33%%

候候 22 11 11 33 33 77 55 11 2233 88..33%%
まませせんん 11 11 11 11 11 22 22 99 33..22%%
申申候候 11 22 11 11 33 88 22..99%%
ごござざいいまますす 11 22 11 22 66 22..22%%
下さい 1 1 1 1 1 55 11..88%%
居居候候 11 22 22 55 11..88%%
ででししたた 11 33 44 11..44%%
～～ししたた 11 11 22 44 11..44%%

～～ しし ななささ いい （（＊＊ ～～ ななささ いい )) 11 11 11 11 44 11..44%%
ませう 1 1 1 33 11..11%%
ああるる（（～～ががああるる）） 22 11 33 11..11%%
御御座座候候 11 22 33 11..11%%
～～だだ 22 22 00..77%%
～～だだららうう 22 22 00..77%%

そそ びび ええ てて ゐゐ るる ・・ 生生 ええ てて ゐゐ るる （（ 口口 語語 にに 有有 ）） 22 22 00..77%%
居居りり候候 11 11 22 00..77%%
申申しし上上げげ候候 22 22 00..77%%
仕仕候候 11 11 22 00..77%%
たたくく候候 11 11 22 00..77%%
べべくく候候 11 11 22 00..77%%
～～ささううだだねね 11 11 00..44%%
ななれれたた 11 11 00..44%%
ゆゆるるさされれたた 11 11 00..44%%
～～ななののだだ 11 11 00..44%%
～～すするる 11 11 00..44%%
知知れれなないい 11 11 00..44%%
出出ててゐゐるる 11 11 00..44%%
知知ららせせよようう 11 11 00..44%%
～～ははなないい 11 11 00..44%%
ごござざいいまませせんんかか 11 11 00..44%%
ででせせうう 11 11 00..44%%
あありりまませせんん 11 11 00..44%%
参参つつたた 11 11 00..44%%

かか んん じじ たた (( ＊＊ 「「 感感 じじ たた 」」 のの ここ とと )) 11 11 00..44%%
買買つつたた 11 11 00..44%%
帰帰るる 11 11 00..44%%
立立つつ 11 11 00..44%%
行行くく 11 11 00..44%%
待待つつ てておおりりまますす 11 11 00..44%%
居居るる（（口口語語にに有有）） 11 11 00..44%%
上上げげるる （（口口語語にに 有有）） 11 11 00..44%%
おおめめででととうう 11 11 00..44%%
見見ままししたたららううねね 11 11 00..44%%
ごごららんん 11 11 00..44%%

景景 色色 がが よよいい （（ 口口 語語 にに 有有 ）） 11 11 00..44%%
アアルル ププのの 連連 峯峯 （（口口 語語 にに 有有 ）） 11 11 00..44%%
承承りり候候 11 11 00..44%%
奉奉りり候候 11 11 00..44%%
相相成成りり申申候候 11 11 00..44%%
申申上上候候 11 11 00..44%%
願願いい上上げげ候候 11 11 00..44%%
願願上上候候 11 11 00..44%%
存存じじ居居りり候候 11 11 00..44%%
存存じじ奉奉りり候候 11 11 00..44%%
申申しし出出でで候候 11 11 00..44%%
致致居居りり候候 11 11 00..44%%
驚驚きき入入りり候候 11 11 00..44%%
驚驚入入候候 11 11 00..44%%
致致候候 11 11 00..44%%
候候ぞぞ 11 11 00..44%%
候候ととかか 11 11 00..44%%
度度候候 11 11 00..44%%
～～ままでで（（候候文文にに 有有）） 11 11 00..44%%

合合　　計計 33 1155 55 99 22 1144 44 55 33 1122 33 1122 22 44 2288 1111 11 33 2299 2255 77 88 77 55 55 99 99 77 99 33 33 44 1122 227788 11 0000 ..00%%

〈〈表表1100〉〉新新読読本本ににおおけけるる男男性性作作者者のの文文末末文文体体
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ジルから」と同様の内容であるが 4 通とも候文体で書かれている。「南米より」について玉井

幸助(1923)は、「尋常小学国語読本巻十一」の中で、「本課は南米視察旅行中の父が、家にある

二人の子供へ送つた手紙四つを集めたもの、形式上の要旨としては候文の読解力を授ける点に

ある。候文は小学児童に綴る練習をさせる必要はないから、本課を綴方の手本にさせる必要は

ない。目で見て会得し、耳で聞いて了解する事を主要な仕事とする。内容上の要旨はブラジル

の様子を知らしめ、世界を家とする雄飛の心を養ふにある」(p.44)と述べている。候文を読解

しながら、南米の様子やそこでの日本人の在り方を学ぶためのもので、児童に親しみやすい書

簡文の形式を借りて候文体の読解をする中で内容理解をさせるために位置付けられたものと

いえる。 

3.2 文体および頭語・結語の特徴 

 採録された書簡文の文体は、口語文体が 66.7%(26/39)、候文体が 33.3%(13/39)である。 

 文末文体を〈表 10〉に男性作者、〈表 11〉に女性作者と分けて整理した。男性作者の口語文

体では、「ます、です、ました」が多く使われ、女性作者では「ました」が使われている。 

 頭語・結語を〈表 12〉、〈表 13〉、〈表 14〉に整理した。〈表 12〉の往信の頭語では、「頭語な

し」が大部分を占めている。また〈表 13〉の返信の頭語では、「拝見系」、「有難系」、「漢語

系」、「その他」が使われている。 

 〈表 14〉の結語では、「結語なし」が大部分を占めている。「かしこ系」は 1 通みられるのみ

である。「漢語系」の対応関係では、「拝啓-草々」「拝啓-敬具」、「拝復-拝具」で「拝啓-敬具」

は 2 通にみられるが、旧読本同様現在のように定型として定着しているとはいえない。 

書書簡簡数数 頭頭語語別別割割合合 種種類類別別割割合合

おお手手紙紙ををあありりががたたうう 有有難難系系 11 1144..33%% 1144..33%%

御御手手紙紙有有難難くく拝拝見見致致しし候候。。 11 1144..33%%

御御手手紙紙拝拝見見致致候候。。 11 1144..33%%

拝拝復復 漢漢語語系系 11 1144..33%% 1144..33%%

手手紙紙をを見見てて安安心心ししままししたた。。 11 1144..33%%

～～昨昨日日受受けけ取取りりままししたた。。 11 1144..33%%

11 1144..33%% 1144..33%%

77 110000%% 110000%%

拝拝見見系系 2288..66%%

合合　　　　　　計計

頭頭語語ななしし

そそのの他他 2288..66%%

〈〈表表1133〉〉新新読読本本ににおおけけるる頭頭語語のの種種類類((返返信信))　　

頭頭語語 種種類類

 

 

 

 

 

５５ のの ２２ １１ のの １１ ５５ のの ２２ １１ のの ２２ ８８ のの ２２ ７７ のの １１ ９９ のの ２２ ３３ のの ２２ ９９ のの２２ ４４ １１ ００ のの ２２ ００ のの １１ 合合計計 割割合合

ままししたた 99 99 2222..55%%

候候 44 11 55 1122..55%%

存存じじ候候 11 22 33 77..55%%
まますす 11 11 22 55..00%%
でですす 11 11 22 55..00%%
ででししたた 22 22 55..00%%
下さい 2 22 55..00%%
申申しし候候 22 22 55..00%%
たたくく候候 11 11 22 55..00%%
申申しし上上げげまますす 11 11 22..55%%
ませう 1 11 22..55%%
いいららつつししややいい 11 11 22..55%%
居居りり候候 11 11 22..55%%
致致しし候候 11 11 22..55%%
申申しし上上げげ候候 11 11 22..55%%
願願いい上上げげ候候 11 11 22..55%%
候候ぞぞ 11 11 22..55%%
候候ははずずやや 11 11 22..55%%
こことと（（候候文文にに有有）） 11 11 22..55%%
申申ささずず（（候候文文にに 有有）） 11 11 22..55%%

合合　　計計 22 1144 44 22 99 99 4400 110000 ..00%%

〈〈表表1111〉〉新新読読本本ににおおけけるる女女性性作作者者のの文文末末文文体体

書書簡簡数数 頭頭語語別別割割合合 種種類類別別割割合合

拝拝啓啓 漢漢語語系系 33 99..44%% 99..44%%

謹謹んんでで申申しし上上げげまますす そそのの他他 11 33..11%% 33..11%%

2288 8877..55%% 8877 ..55%%

3322 110000%% 110000%%

〈〈表表1122〉〉新新読読本本ににおおけけるる頭頭語語のの種種類類((往往信信))　　

頭頭語語 種種類類

頭頭語語ななしし

合合　　　　　　計計
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４．考察 

4.1 両読本の内容の特徴から 

 書簡文の採録状況をみると、旧読本が 14.8%、新読本

が 15.3%で、後者がわずかに多く採録されている。往復

便でみると、旧読本が 40.0%、新読本が 19.0%と旧読本が

書簡文本来の往来物としてのやりとり、つまり人との交

流を重視していることが分かる。往復便の重視は、日常

生活に目を向けていることにつながり、より実用を求め

ていたといえる。 

 大正期の学習は児童主体、随意選題等の議論がなされた時期であるが、その観点から書簡文

をみると、両読本とも初めて登場する書簡文は、同年代の子どもが書いた文章であり、同年代

の子どもが受け取った書簡文であることから、身近な書簡文から入っているといえる。しかし、

旧読本が祭りへの招待とその返事、転校した友達への手紙とその返事といったより身近な話題

であるのに対して、新読本では水害の見舞いとその返事、入営した兄からの書簡といった児童

の興味がかき立てられる題材からの導入にはなっていないといえる。書簡文の導入部分からみ

ると、旧読本は身近な話題からで子どもなりの実用の書簡から入り、新読本は一般的な実用か

ら入っているといえる。また、新読本では入営の話題など、導入から書簡文を通して内容理解

をさせる構えが看取できる。秋田喜三郎(1921)は、「国語読本巻七の韻文と書翰文」の中で、「尋

常小学国語読本巻七を通読して失望したのは、韻文と書簡文の旧套を脱せないことであつた。

(中略)児童の生活に即した書翰文の忘れられたのは何う見ても国語読本巻七のために惜しま

ざるを得ぬ」(p.34)とし、「一種読本(本稿の旧読本のこと 引用者補)の書翰文は何れも児童

の生活の上に立つてゐるが、三種読本(本稿の新読本のこと 引用者補)のは大人の生活の上に

立つて、功利的な実用的なもの、或は他に目的を有つた方便的なものである」(pp.34-35)と批

判している。そして、一種読本について「『友だちへの手紙』『姉と妹の手紙』『口上代りの手

紙』の三篇があつて、何れも趣味的なものであるから児童は定めし歓迎することであらう」

(p.37)と述べている。 

 内容項目では両読本とも、多くの項目の書簡を学ばせるように網羅されていることが分かる。

そして、両読本に最も多く採録されているのが外国からの書簡の中でも報知(旅信)である。旧

読本が 27.0%、新読本が 33.3%である。しかし、新読本の 12 通の内 4 通は候文体で書かれたも

のであることからそれを省くと 23.1%となる。わずかに旧読本の数値が高いが、両読本とも報

知(旅信)の叙述を読み理解することを通して、作文においてもどのように様子や状況、自分の

感じたことを書けばよいかを学ぶことにつながるといえる。そのような意味において、両読本

とも、児童が主体的な読み手、そして書き手となるような採録がなされているといえる。読本

に位置付けられた書簡文の役割としては、両読本において、例えば外国からの書簡では、その

土地の気候や地形、文化や産業、さらには日本人とその土地との関わりを理解させるための読

解教材として位置付けられている。本来であれば、説明文や記事文での提示でもよいのであろ

書書簡簡数数 結結語語別別割割合合 種種類類別別割割合合

かかししここ かかししここ系系 11 22..66%% 22 ..66%%

敬敬具具 22 55..11%%

草草々々 11 22..66%%

拝拝具具 11 22..66%%

おおかかああささんんにによよろろししくく。。 11 22..66%%

おお ととうう ささんん やや おお かかああ ささんん にに よよ ろろ ししくく。。 11 22..66%%

おお つつ いい ででにに 野野田田君君やや山山口口君君にに もも よよ ろろししくく。。 11 22..66%%

3311 7799..55%% 7799..55%%

3399 110000%% 110000%%

ごごききげげんん系系 77..77%%

漢漢語語系系 1100..33%%

合合　　　　計計

結結語語ななしし

〈〈表表1144〉〉新新読読本本ににおおけけるる結結語語のの種種類類　　　　　　　　

結結語語 種種類類
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うが、あえて書簡文の形式を借りての採録となっているのである。前述したように書簡文の対

者があることによって、児童自身が自分のこととして捉えることができることも利点の一つと

いえる。また、書簡文が口語という意味で語り掛けてくるような臨場感をもって読むことがで

きるというよさもあると考えられる。書簡文本来の伝達という役割とともに児童が理解し易い

一つの手立てとして書簡文が活用されているともいえる。 

 差出人と受取人との関係では、家族、親族との交流書簡が旧読本では 56.8%、新読本では 56.4%

とほぼ同数であった。同年代の子ども同士の書簡では旧読本が 21.6%、新読本では 7.7%で、旧

読本の方がより児童に寄り添った題材を採録しているといえる。 

 差出人では、旧読本が男性作者 59.5%、女性作者 40.5%であるのに対して、新読本は男性作

者 84.6%、女性作者 15.4%と男性作者の方が多く採録されている。男女が同一のものを学ぶ小

学校において、旧読本においては、女子もより興味をもって読むことができるのではないかと

いえる。 

 前述した趣意書にもあるように、両読本とも行書で書かれた書簡が採録されている。秋田喜

三郎(1924)は「尋常小学国語読本巻十二」の 12-24「旧師に呈す」の中で、「本文の文字は行書

を用ひてゐる。この取扱としては唯読ませるだけに止めず、硬筆でよいから書き方の練習をさ

せる必要があらう」(p.46)と述べている。読本の書簡文には、内容理解の上に、書簡文を書く

という作文との連絡、行書で書簡文を書くという書き方との連絡といった多様な学びを含んだ

教材ともいえるのである。 

4.2 両読本の文体および頭語・結語の特徴から 

 文体においては、旧読本が口語文体 76.9%、候文体 23.1%、新読本は口語文体が 66.7%、候文

体が 33.3%で、新読本の方が口語文体の採録数値が低い。旧読本の修正を行った芳賀矢一は口

語文体を主張しており、その考えを反映しているともいえる。 

 往信の頭語では、両読本とも「頭語なし」が大部分を占めている。返信の頭語では、新読本

に「漢語系」が 1 通みられる。また、旧読本が「有難系」、「拝見系」が多いといえる。結語に

ついては、新読本には「さよなら系」が使われていないことが分かる。 

 頭語、結語ともに「頭語なし」、「結語なし」が多いことから、小学校では形式的な言い方で

はなく、児童の表現方法で書かせるようにしているといえる。 

4.3 まとめ 

本稿では、第 3 期国定国語教科書において小学校の書簡文がどのような位置付けにあり、ど

のような役割を有していたかを旧読本と新読本の比較を通して明らかにした。  

その結果、両読本とも今まで以上に児童の生活に寄り添った題材や児童の興味のある内容を

提示しようとする構えはみられ、同一の方向性を看取することができた。しかし、その詳細を

分析するとより旧読本が児童の実態に見合った実用を重視しようとしていることも分かった。

また、両読本ともに、書簡文が読本において作文との連絡、書き方との連絡といった側面から

の学習材として位置付けられているとともに、書簡文の形式を借りて児童に理解させるための

手立てとして活用されたことも分かった。 
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語文体を主張しており、その考えを反映しているともいえる。 
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本稿では、第 3 期国定国語教科書において小学校の書簡文がどのような位置付けにあり、ど
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分析するとより旧読本が児童の実態に見合った実用を重視しようとしていることも分かった。
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の学習材として位置付けられているとともに、書簡文の形式を借りて児童に理解させるための

手立てとして活用されたことも分かった。 

 
 

今後、これらの書簡文の役割がどのようになっていくかをさらに議論する必要があると考え

ている。 

 

引用・参考文献 

秋田喜三郎(1921)「国語読本巻七の韻文と書翰文」国語研究会『国語教育』第 6 巻第 5 号,育

英書院. 

秋田喜三郎(1924)「尋常小学国語読本巻十二」国語研究会『国語教育』第 9 巻第 3 号,育英書

院. 

海後宗臣(1975)『日本教科書大系近代編第七巻 国語㈣』講談社. 

佐野裕子(2017)「第三期国定読本における書簡文」京都橘大学研究紀要編集委員会『京都橘大

学研究紀要』44,pp.152-168. 

竹内文路(1923a)「尋常小学読本巻十」国語研究会『国語教育』第 8 巻第 3 号,育英書院. 

竹内文路(1923b)「尋常小学読本巻十一」国語研究会『国語教育』第 8 巻第 5 号,育英書院. 

玉井幸助(1923)「尋常小学国語読本巻十一」国語研究会『国語教育』第 8 巻第 8 号,育英書院. 

中嶋真弓(2018)「明治末期から大正初期の書簡文指導の在り方」愛知淑徳大学文学部論集編集

委員会『愛知淑徳大学論集-文学部篇-』第 43 号,pp.99-111. 

中村紀久二(2008a)『復刻版 国定教科書編纂趣意書第三巻』国書刊行会. 

中村紀久二(2008b) 『復刻版 国定教科書編纂趣意書解説・文献目録』国書刊行会. 

滑川道夫(1977)『日本作文綴方教育史 1 明治編』国土社. 

野地潤家(1998)『中等国語教育の展開-明治期・大正期・昭和期-』溪水社. 

芳賀矢一選集編集委員会編(1987)『芳賀矢一選集第 4 集上』国学院大学. 

茗荷円(2017)『近代日本女性書簡文の表現史研究』おうふう. 

 

(本研究は、愛知淑徳大学研究助成令和 4 年度特定課題研究「明治後期から大正期の書簡文教

材史研究」の成果の一部である。) 

               

　　  6161  　　　　  6060  　　




